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公開講座
　静岡大学では、本学の専門的、総合的な
教育・研究機能を開放することによって、地
域社会に対し広く学習の機会を提供するこ
とを目的として、1978（昭和53）年より
公開講座を実施しています。
　静岡と浜松にキャンパスをもつ静岡大学
の特徴を生かし、県内各地で開催します。
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1　受講対象者
　原則として、どなたでも受講できます。ただし、講座により受講対象を限定

している場合がありますので、各講座の「対象」の欄をご覧ください。

2　実施会場
　会場は、講座によって異なります。各講座の「会場」の欄をご覧ください。

なお、主要会場への交通案内については、35～40ページをご参照ください。

3　申込方法
　各講座の「申込方法」の欄をご確認ください。お申し込み後、講習料の納

入方法や会場など、詳細について連絡を差し上げます。なお、それぞれの講

座は一部を除き先着順となりますので、定員に達した場合にはお断りすること

もあります。予めご了承ください。

4　修了証書の授与
　修了された方には静岡大学より修了証書を発行します。

5　お問い合わせについて
　講座内容や、その他受講に関するお問い合わせは、各講座の「問合せ」欄

に記載されている連絡先にお願いいたします。

受講にあたって
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種別 講座名 日程 会場 ページ

教
養
・
文
化

保護者や保育者のため
の子どもの「やってみ
たい！」を支える遊び
の中のリスクマネージ
メント

6/3（水） 教育学部附属
幼稚園園庭

（雨天時：遊戯室)

6

小学生保護者のための
学力の土台となる「学び
のことば」育成講座

（入門編）

１0/3（土） オンライン
（Zoom）

7

これからの社会を生き
抜くリスキリングとリカ
レント教育— 情報社会
における「学び直し」の
新たな価値を考える—

１１/7（土） 浜松キャンパス 8

科
学
・
自
然

私のミカン
～ミカンの通年管理教室～

［全5回］

5/12、7/7、
9/8、11/17、
3/2

（いずれも火曜日）

農学部附属地域
フィールド科学
教育研究センター

9

緑茶作りに挑戦しよう 7/28（火） 農学部附属地域
フィールド科学
教育研究センター

10

雑草が糸になる！？
カラムシの繊維を取って
みよう！

8/22（土） 農学部附属地域
フィールド科学
教育研究センター

11

静 岡 大 学 キャンパ ス
ミュージアム公開講座
2026［全5回］

10/3・10/10・
10/17・10/24・
10/31

（いずれも土曜日）

静岡キャンパス 12

キンカンの収穫と
ジャム作り

12/1（火） 農学部附属地域
フィールド科学
教育研究センター

13

柿の剪定 12/10（木） 農学部附属地域
フィールド科学
教育研究センター

14

公開講座一覧
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種別 講座名 日程 会場 ページ

実
験

作って学ぶ、工学部の
化学実験

8/6（木） 浜松キャンパス 15

ゲノム解析の最前線へ
ようこそ！［全2回］

8/6（木）・7（金） 静岡キャンパス 16

体験!大学の化学実験
［全2回］

8/8（土）・9（日） 静岡キャンパス 18

ス
ポ
ー
ツ

初心者のための
エンジョイゴルフ

5/30（土） 静岡キャンパス・
大谷ゴルフ場

19

安心登山・アウトドア
活動のための 読図と
ナヴィゲーションスキル

（初級編）

10/4（日） 静岡キャンパス 20

ナヴィゲーションアス
リートのための読図と
ナヴィゲーションスキル

12/19（土） 静岡キャンパス 21

安心登山・アウトドア
活動のための読図とナ
ヴィゲーションスキル

（中級編）

3/13（土） 藁 科生 涯 学 習セ
ンター

22

公開講座一覧

　■サイエンスカフェ in 静岡… ……………………………………………24

　■浜松RAIN房　ものづくり理科地域支援ネットワーク………………26

　■グリーンサイエンスカフェ / 市民開放授業… ………………………27

　■読売新聞連続市民講座 / 中日新聞連携講座…………………………28

　■静岡大学東部市民講座… ………………………………………………29

　■東部サテライト公開講座… ……………………………………………30

　■しずおか哲学café / 死生学カフェ… …………………………………32

　

その他の大学開放事業
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教養・文化

保護者や保育者のための子どもの「やってみたい！」
を支える遊びの中のリスクマネージメント

Supporting children to take challenge: 
Risk management for children's play

講座内容 子どもたちには豊かな経験をさせたいが、ケガも心配。豊かな
体験と事故防止を両立するにはどうしたらいいのでしょうか？こ
の講座は満2歳～4歳のお子さんと一緒に参加できます。保護
者の方も保育者の方も乳幼児が園庭で遊ぶ様子を見ながら（映
像）、リスクに対するご自身の気づきや「やってみたい」気持ち
を支えながら事故を防ぐ方法を実践的に学びます。現場の保育
者の知恵もご紹介します。大人向けの講座の間は預かり保育（満
2歳～4歳）があります。

日 程 6月3日（水）13:30～15:30

講 師 教育学部附属幼稚園 園長　鈴木富美子（幼児教育）
静岡大学 名誉教授　　　　村越 真（リスクマネジメント）

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学教育学部附属幼稚園 園庭（雨天時：遊戯室）
※会場までの地図は、P39の交通案内をご覧ください。

講 習 料 無料

定 員 20人　（先着順）

対 象 小学校就学前の子どもの保護者（満2～4歳のお子様の同伴可）

申込方法 ウェブフォームよりお申し込みください。
ウェブ  https://forms.office.com/r/rBmfDjWzG5
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号
　（できるだけ携帯電話）、メールアドレス、
　預かり保育（満２～４歳）の希望の有無、
　来場手段、お子様同伴の場合は
　お子様の氏名（ふりがな）と年齢を明記してください。

申込期間 4月1日（水）～ 5月22日（金）

問 合 せ 静岡大学教育学部総務係
☎054-238-5422
メール  kyouiku@adb.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会
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教養・文化

小学生保護者のための学力の土台となる
「学びのことば」育成講座（入門編）

A Parent Program to Build the Foundation of Academic Learning 
Developing “Learning Language” for Elementary School Children

講座内容 「計算はできるのに、文章問題になると途端にできなくなる
……」そんなお子さんの様子を見て、どう関われば力を伸ばし
てあげられるのか、不安に感じたことはありませんか。実はそ
のつまずきは、算数の力そのものではなく、「言葉の力」によ
るものかもしれません。本講座では、小学生期における学力の
土台となる「学びのことば」に着目し、家庭でどのように育んで
いくことができるのかを、保護者の視点から分かりやすく解説
します。勉強量を増やすのではなく、日常生活の中での声かけ
や関わり方を見直すことで、子どもが「考えながら学ぶ」ため
の言葉の力を育てる視点を共有します。保護者が子どもの学び
を支える伴走者となるための、具体的で実践的なヒントを提供
します。

日 程 10月3日（土）13:30～16:30

講 師 教職大学院 特任教授　福島貴子（学校教育学、教育工学）

開催方法 オンライン（Zoom）　視聴情報：9/25までにメールにて通知

講 習 料 2,000円（教材費1,100円を含む）

定 員 30人　※応募者多数の場合、抽選

対 象 小学生及び来年度小学校入学予定の子供の保護者

申込方法 ウェブフォームよりお申し込みください。
　　　https://forms.office.com/r/qrgMCNXkiz

※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号
　（できるだけ携帯電話）、メールアドレス
　を明記してください。

申込期間 7月14日（火）～ 9月24日（木）

問 合 せ 教職大学院 特任教授 　福島貴子
　　　fukushima.takako@shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

ウェブ

メール
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教養・文化

これからの社会を生き抜くリスキリングとリカレント教育
—情報社会における「学び直し」の新たな価値を考える—

Lifelong Learning and Reskilling in the Digital Era

講座内容 デジタル化やAIの進展により、社会・産業構造は大きく変化し、
働き方や生活の中で求められる能力も大きく転換しつつありま
す。これからの時代は、専門知識を一度身につければ十分とい
う時代ではなく、誰もが継続的に学び続ける姿勢＝リスキリン
グ・リカレント教育が不可欠です。本公開講座では、情報学部
の三名の教員が、AI・データ活用、メディア理解、学びの在り
方など、それぞれの専門から現代の学び直しの意義を解説しま
す。企業人だけでなく、生活者として社会を生きる全ての人に
とって重要な「未来の学び」の方向性を提示し、講義後にはパ
ネルディスカッションを通じて、地域社会における学び直しの
可能性を考えます。

日 程 11月7日（土）10:30～12：00

講 師 情報学部 教授	 永吉実武（経営情報学）
情報学部 准教授　	野口靖浩（知的学習支援システム）
情報学部 准教授　	梶原千里（品質マネジメント）
情報学部 准教授　	高瀬奈美（第二言語習得）

プログラム 10:30～10:35	   講座概要紹介（永吉）
10:35～10:50	   ミニ講義①（野口）
10:55～11:10	   ミニ講義②（梶原）
11:15～11:30	   ミニ講義③（高瀬）
11:30～12:00	   パネルディスカッション モデレータ：永吉

開催方法 対面開催

会 場 浜松キャンパス　共通講義棟 共21教室
※会場までの地図は、P37の交通案内をご覧ください。

講 習 料 無料

定 員 100人　（先着順）

対 象 一般市民

申込方法 ウェブフォームまたはメールによりお申し込みください。
　　　 https://forms.office.com/r/SWdw2Sum16　　　 
　　　 chiiki-megumi@ml.inf.shizuoka.ac.jp
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、連絡先
   （電話番号・メールアドレス）を明記してください。
※公開講座参加者向けの駐車場は
　ございませんので、当日は
   公共交通機関をご利用ください。

申込期間 10月1日（木）～ 10月30日（金）

問 合 せ 静岡大学情報学部地域連携推進室　☎053-478-1579
メール  chiiki-megumi@ml.inf.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

ウェブ

メール
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私のミカン ～ミカンの通年管理教室～
My mandarin tree

講座内容 庭先に果樹が植えてあるけど、世話の仕方が良く分からない！
これから、果樹の栽培を始めてみたい！という方を対象とした
講座です。一年を通じて、一緒に楽しく作業しながら、果樹栽
培の基本的な知識と技術を習得しましょう。収穫時にはミカン
のプレゼントもあります。

日 程 5月12日（火）、7月7日（火）、9月8日（火）、11月17日（火）、
3月2日（火）［全5回］13:30～15:30

講 師 技術部 技術専門員	 　　　　成瀬博規（果樹）
技術部 技術専門職員	 周藤美希（果樹）

プログラム  5/12	   「着花管理」
 7/7	   「粗摘果」
 9/8	   「仕上げ摘果」
 11/17	   「収穫」
 3/2	   「整枝・剪定」

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
※会場までの地図は、P38の交通案内をご覧ください。

講 習 料 11,700円

定 員 10人　※応募者多数の場合、抽選

対 象 一般市民

申込方法 FAX・メール・葉書のいずれかによりお申し込みください。
FAX  054-644-4641

メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp
葉書  〒426-0001 藤枝市仮宿63

       　静岡大学農学部附属地域フィールド科学
          教育研究センター事務室 宛
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、講座名を明記

してください。

申込期間 4月16日（木）まで

問 合 せ 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
☎054-641-9500（センター事務室）
メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

科学・自然



10

緑茶作りに挑戦しよう
The challenge of making green tea

講座内容 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター（藤
枝市）には、見晴らしの良いところに茶畑があります。広々と
した茶畑でお茶摘みをした後は、摘んだ葉でホットプレートを
使った緑茶作りに挑戦します。

日 程 7月28日（火）　13:30～16:00

講 師 農学部 教授	 稲垣栄洋（作物）
技術部 技術専門員	 西川浩二（作物）
技術部 技術専門職員	 成瀬和子（作物）

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
※会場までの地図は、P38の交通案内をご覧ください。

講 習 料 1,000円

定 員 15人　※応募者多数の場合、抽選

対 象 小学生とその保護者、一般市民

申込方法 FAX・メール・葉書のいずれかによりお申し込みください。
FAX  054-644-4641

メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp
葉書  〒426-0001 藤枝市仮宿63　

　　　 静岡大学農学部附属地域フィールド科学
　　　 教育研究センター事務室 宛
※参加者全員の氏名（ふりがな）、年齢（学年）、郵便番号、住所、

電話番号、FAX、メールアドレス、講座名を明記してください。

申込期間 4月1日（水）～ 5月29日（金）

問 合 せ 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
☎054-641-9500（センター事務室）
メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

科学・自然



11

科学・自然

雑草が糸になる！？
カラムシの繊維を取ってみよう！

Weeds can be turned into thread!? 
Let's try extracting the fibers from ramie!

講座内容 　「雑草」というとどのようなイメージを思い浮かべますか？邪
魔なものなどといった、悪い印象を持つ人も多いことでしょう。
しかし、雑草には利用できる良い面もたくさんあります。
　例えば、現在は雑草として扱われるカラムシはかつて繊維植
物として衣服や網などに利用され、人々の暮らしを支えていき
ました。「本当にそんなことがあるの？」「植物のどこから繊維を
取るの？」って思ったあなた！ぜひ一緒にカラムシの繊維取りに
挑戦して、確かめてみましょう！

日 程 8月22日（土）　10：00～16：00

講 師 農学部 教授	 稲垣栄洋（作物）
技術部 技術専門職員	 成瀬和子（作物）
静岡大学 学生（修士）	 宗近眞子（雑草生態学）

テ ー マ カラムシの繊維取り体験

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
※会場までの地図は、P38の交通案内をご覧ください。

講 習 料 500円

定 員 20人　※応募者多数の場合、抽選

対 象 小学生とその保護者、中高生・大学生・一般市民

申込方法 メールにてお申し込みください。
　　　nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp
※参加者全員の氏名（ふりがな）、年齢（学年）、郵便番号、住所、

電話番号、FAX、メールアドレス、講座名を明記してください。

申込期間 7月31日（金）まで

問 合 せ 静岡大学農学部　稲垣栄洋
メール  inagaki.hidehiro@shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

メール
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静岡大学キャンパスミュージアム公開講座2026
A lecture open to the public

in campus museum of Shizuoka University

講座内容 静岡大学の静岡キャンパスは有度山西麓のユニークな環境に立
地し、豊かな自然と歴史遺産がいたるところにあります。静岡大
学キャンパスミュージアムでは、こうしたキャンパス資源を教育や
地域との連携に生かすことを視野に、生物調査などを実施してき
ました。講座では、本学等の教員を講師として、キャンパスの自
然と歴史遺産を現地で観察しながら調査研究成果を紹介したり、
キャンパスミュージアム内でスライドや標本での観察を行います。

日 程 10月3日（土）・10日（土）・17日（土）・24日（土）・31日（土）
［全5回］10:00～12:00

講 師 理学部 非常勤講師（ふじのくに地球環境史ミュージアム教授） 	
	 岸本年郎（昆虫分類学）
人文社会科学部 教授�	 戸部 健（中国近代史）
人文社会科学部 教授	 篠原和大（考古学・弥生時代）
理学部 准教授�	 鈴木雄太郎（古生物学）
キャンパスミュージアム	 宮澤俊義（生物学・博物学）

プログラム 10/3		 「キャンパス内のアリの観察」（岸本）
10/10	 「旧制静岡高等学校から静岡大学へ
                          ～キャンパスを巡りながら考える～」（戸部）
10/17　	「キャンパス内の古墳の3D化」（篠原）
10/24　	「三葉虫の観察」（鈴木）
10/31	 「緩歩動物クマムシの観察と分類」（宮澤）

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学静岡キャンパス キャンパスミュージアム、他
※会場までの地図は、P36の交通案内をご覧ください。

講 習 料 無料

定 員 各回30人　（先着順）

対 象 一般市民、学生、小中高生（中学生以下は保護者同伴）

申 込 先 メール・ウェブフォーム・葉書のいずれかによりお申し込みください。
su-museum@adb.shizuoka.ac.jp
https://forms.office.com/r/gpxM1cPUTZ

　　　〒422-8529 静岡市駿河区大谷836　
　　　　静岡大学学術情報部研究協力課　宛
	※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、メールアドレス
	 講座名（キャンパスミュージアム公開講座2026）、
	 受講したいプログラム（例：5回全て、10/3第1回
	 ○○等）を明記してください

申込期間 8月17日（月）～ 9月14日（月）

問 合 せ 静岡大学学術情報部研究協力課　☎054-238-4264
メール  su-museum@adb.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

ウェブ

科学・自然

メール

葉書
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科学・自然

キンカンの収穫とジャム作り
Harvesting kumquats and making jam

講座内容 農学部附属地域フィールド科学教育研究センター藤枝フィール
ドでの講座です。キンカンの収穫体験、ジャム作りを行います。
ジャム作りは、四季のジャム工房「やまゆスイーツ」代表でジャ
ム職人の小野さんに教えていただきます。ジャムは瓶詰、滅菌
まで行いお持ち帰りいただくことが出来ます。（※キンカンの生
育状況により別のカンキツになることもあります。）

日 程 12月1日（火）　13:00～16:00

講 師 技術部 技術専門員	 成瀬博規（果樹）
技術部 技術専門職員	 周藤美希（果樹）
やまゆスイーツ 代表	 小野延子

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
※会場までの地図は、P38の交通案内をご覧ください。

講 習 料 3,500円

定 員 9人　※応募者多数の場合、抽選

対 象 一般市民

申込方法 FAX・メール・葉書のいずれかによりお申し込みください。
FAX  054-644-4641

メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp
葉書  〒426-0001 藤枝市仮宿63　

　　　 静岡大学農学部附属地域フィールド科学
　　　 教育研究センター事務室 宛
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、講座名を明記

してください。

申込期間 10月13日（火）～ 11月5日（木）

問 合 せ 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
☎054-641-9500（センター事務室）
メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会
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柿の剪定
Pruning of persimmon

講座内容 果樹の栽培管理の中で難しいイメージのある剪定作業。庭に樹
があるけど枝の切り方がわからない、興味はあるけどなんだか
難しそう、などといった方を対象とした講座です。実際に藤枝
フィールドの柿の樹を使って、基本的な剪定の知識と技術の習
得を目指します。楽しみながら剪定について学びましょう。

日 程 12月10日（木）　13:30～16:00

講 師 技術部 技術専門員	 　成瀬博規（果樹）
技術部 技術専門職員	 周藤美希（果樹）

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
※会場までの地図は、P38の交通案内をご覧ください。

講 習 料 1,100円

定 員 10人　※応募者多数の場合、抽選

対 象 一般市民

申込方法 FAX・メールのいずれかによりお申し込みください。
FAX  054-644-4641

メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、講座名を明記

してください。

申込期間 10月13日（火）～11月5日（木）

問 合 せ 静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター
☎054-641-9500（センター事務室）
メール  nojojimu@adb.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

科学・自然



15

作って学ぶ、工学部の化学実験
Experience of synthesis experiment at faculty of engineering

講座内容 地域で学ぶ中高生を対象に、現在学んでいる理科の内容が大学
での学習内容にどのようにつながっているのかを理解できる場
を設けます。本講座では工学部2年生が受講する化学実験の「色
素の合成と染色」を通して、実験での学びを経験することにより、
自身の学ぶ理科の重要性を理解することを目的とします。

日 程 8月6日（木）　13:00～16:00

講 師 工学部 教授	 植田一正（有機化学）
技術部 技術専門員	 草薙弘樹（有機化学）
技術部 技術専門職員	 早川敏弘（有機化学） 

テ ー マ 色素の合成と染色

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学浜松キャンパス　工学部8号館 化学第2実験室
※会場までの地図は、P37の交通案内をご覧ください。

講 習 料 無料

定 員 20人　（先着順）

対 象 中学生・高校生（保護者同伴可）

申込方法 メールによりお申し込みください。
メール  ueda.kazumasa@shizuoka.ac.jp
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、学校名、学年、

講座名を明記してください。

申込期間 6月25日（木）～ 7月26日（日）

問 合 せ 静岡大学工学部共通講座化学分野　植田一正
メール  ueda.kazumasa@shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

実  験
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ゲノム解析の最前線へようこそ！
Welcome to the frontiers in genome analysis

講座内容 ゲノムとは、親から子に伝えられる「遺伝情報の全体・総体」を
意味する言葉です。一部のウイルスなどを除き、全ての細胞に
含まれるゲノムはDNAという物質からできています。ゲノム解
析とは、生物のDNAの配列情報を読み取って、そこに書かれ
た遺伝情報を総合的に明らかにすることです。本講座では、無
害な微生物からDNAを抽出して観察し、そのDNAの配列情報
をどのように解析するかを体験してもらうことにより、最先端
のゲノム解析技術や生物情報科学に関する基礎的知識と考え方
を身につけてもらうことを目的としています。

日 程 8月6日（木）・7日（金）［全2回］10:00～17:00

講 師 技術部 技術専門職員                       森内良太（応用微生物学）
技術部 技術専門職員	 村野宏樹（生命科学）
技術部 技術職員	 伊藤由希子（生命科学）
静岡共同利用機器センター 教授	 道羅英夫（ゲノム科学）
静岡共同利用機器センター 研究補佐員	 鈴木智子（生命科学）
静岡共同利用機器センター 派遣職員	 大島由紀子（生命科学）

プログラム 8/6	 「微生物からゲノムDNAを抽出して可視化する」　　
（森内・村野・伊藤）

8/7	 「DNAの配列からゲノムを再構築する」　　　　　　
（道羅・鈴木・大島）

開催方法 対面開催

会 場 静岡大学静岡キャンパス
遺伝子実験棟  P1実験実習室・セミナー室
※会場までの地図は、P36の交通案内をご覧ください。

講 習 料 無料

定 員 12人

対 象 静岡県内高校生

実  験
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実  験

申込方法 ウェブフォームよりお申し込みください。
	 https://www.shizuoka.ac.jp/idenshi/
※申込み受付期間になりましたら、静岡共同利用機器センター

ゲノム機能解析部のHPにウェブフォームへのURLを掲載します。
※2日間とも参加できる方に限ります。参加希望者は、高校を

通して申し込んでください。なお申込者は各校2名までとし、
申込多数の場合は学校単位で抽選とさせていただきます。

申込期間 6月8日（月）～ 6月29日（月）

問 合 せ 静岡共同利用機器センター ゲノム機能解析部
☎054-238-4926 
メール  kyoudou2@suml.cii.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

ウェブ
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体験！大学の化学実験
Let's Enjoy the Chemistry Experiments
carried out in the University Curriculum

講座内容 大学の専門実験実習で行われている化学実験を体験いただく
ことができます。「ナイロンの合成と染色実験」では実際にナイ
ロンを合成し、染料により様々な色に染色する実験を行います。

「ルミノールの合成と発光実験」では推理小説やドラマでおな
じみのルミノールを合成し、合成したルミノールを用いた化学
発光の実験を行います。どちらか１日だけの参加も可能です。

日 程 8月8日（土）・9日（日）［全2回］10:00～16:00

講 師 静岡共同利用機器センター分子構造解析部 教授　
近藤 満（無機化学、錯体化学）

開催方法 対面開催

プログラム 8/8　「ナイロンの合成と染色実験」
8/9　「ルミノールの合成と発光実験」

会 場 静岡大学静岡キャンパス　共通教育Ｃ棟 205室北実験室
※会場までの地図は、P36の交通案内をご覧ください。

講 習 料 無料

定 員 30人　（先着順）

対 象 中学生、高校生（保護者・引率教員の同伴可）

申込方法 メールまたはＦＡＸによりお申し込みください。
メール  kondo.mitsuru@shizuoka.ac.jp
FAX  054-238-3045

※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、生年月日、参
加希望日（１日のみの参加でも可）、講座名、保護者・引率教
員が同伴する場合は、同伴者の氏名を明記してください。

申込期間 5月1日（金）～ 7月20日（月）

問 合 せ 静岡共同利用機器センター 分子構造解析部　近藤 満
☎054-238-4763
メール  kondo.mitsuru@shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

実  験
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初心者のためのエンジョイゴルフ
Enjoy Golf for Beginners

講座内容 ゴルフは、自分の体力・体調に応じながら取り組んでいくことで、
一生楽しむことが出来る健康的で安全なスポーツです。また
ファッションを楽しんだり、仲間と上達を喜び合ったりすること
で、嬉しく豊かな気持ちになれるスポーツでもあります。この
ようなゴルフの魅力に少しでも多くの方々に触れていただきた
いという願いから、今回「初心者のためのエンジョイゴルフ」の
講座を開設することになりました。まずは安全第一に、簡単な
アイアンショットとドライバーショットの基礎練習を行います。
その後は静岡大学・静岡キャンパスの近くにある素敵なゴルフ
コース（大谷ゴルフ場）でのラウンドデビュー（9ホール程度を
予定）をしていく体験型の講座です。身体活動を通して、仲間
づくりと健康増進を目指します。

日 程 5月30日（土）13:30～18:00 （途中、休憩と移動があります）
※雨天中止（中止の場合は前日15時までにメールでお知らせします）

講 師 教育学部 教授　赤田信一（保健体育）

開催方法 対面開催

会 場 静岡キャンパス ゴルフ練習場（13:30～16:00）
大谷ゴルフ場 ショートコース（16:30～18:00）

講 習 料 1,900円
※講習料とは別に、大谷ゴルフ場のラウンド料金（9ホール予定）

が必要となります（2,000円）。
　当日ゴルフ場へ直接お支払いいただきます。
※各自でゴルフ用の手袋を持参していただきます。スポーツ店

等で販売されています（1,000円程度）。

定 員 10人  ※応募者多数の場合、抽選。結果は5/8に通知します。

対 象 ・ゴルフが初体験（又はほぼ初心者）となる一般
市民（18歳以上35歳未満）の方

・ゴルフコース（約２km）を歩ける体力がある方
※右のQRコードから当講座の紹介動画をご覧いただけます。

申込方法 ウェブフォームよりお申し込みください。
ウェブ  https://forms.office.com/r/uNFajdZj3A
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、
　メールアドレス、年齢、性別、ゴルフクラブの
　レンタル希望の有無（レンタルは無料です）、
　ゴルフ経験（例：初めてor初心者）、来場手段を
　明記してください。

申込期間 4月1日（水）～ 5月7日（木）

問 合 せ 静岡大学教育学部総務係
☎054-238-5422　  メール  kyouiku@adb.shizuoka.ac.jp

後 援 静岡県教育委員会

スポーツ
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安心登山・アウトドア活動のための
読図とナヴィゲーションスキル（初級編）

Basics of navigation and map reading skill for mountaineering

講座内容 登山人気が続く中で山岳遭難は増加の一途で、道迷い遭難の
比率も依然高止まりです。安全で確実な登山やアウトドア活動
のために地図読みを学びたい登山者を対象に、静岡キャンパス
周辺の里山で基礎的な読図の方法やコンパスの利用の仕方を
学びます。5km程度を歩き通せる登山者を対象にしており、現
地集合・現地解散です（駐車場利用可）。本講座は日本オリエ
ンテーリング協会（JOA）ナヴィゲーションスキル講習ブロン
ズレベル対象講習で、本講座修了者はJOAナヴィゲーションス
キル（ブロンズレベル）の認定を受けることができます（認定
料別途）。詳細は申込者に連絡しますが、「www.orienteering.
or.jp/ni」でもご確認いただけます。

日 程 10月4日（日）9:00～16:00

講 師 静岡大学 名誉教授　村越 真（リスクマネジメント）
オリエンテーリング元日本代表選手　小泉成行（野外活動）

開催方法 対面開催

会 場 静岡キャンパス教育学部Ｂ棟
※会場までの地図は、P36の交通案内をご覧ください。

講 習 料 5,400円

定 員 24人　（先着順）

対 象 ①②の条件をすべて満たした方を対象にしています。
①登山経験者で平地3㎞、山道4㎞程度を無理なく歩ける方
②YouTubeで閲覧する事前学習（予習30分程度）が可能な方

申込方法 ウェブフォームよりお申し込みください。
ウェブ  https://forms.office.com/r/dFG5rXqYnk
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号
  （できるだけ携帯電話）、メールアドレス、年齢、
　来場手段、講座名を明記してください。

申込期間 7月31日（金）～ 9月4日（金）

問 合 せ 静岡大学教育学部総務係
☎054-238-5422　   
　　　kyouiku@adb.shizuoka.ac.jp

共 催 特定非営利活動法人M-nop

後 援 静岡県教育委員会

スポーツ

メール
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スポーツ

ナヴィゲーションアスリートのための読図と
ナヴィゲーションスキル

navigation and map reading skill for navigation athletes

講座内容 マウンテンマラソン、ロゲイニング、オリエンテーリングにトラ
イしたが、地図読みに今一つ自信が持てない。これまでも参加
してきたがさらにスキルアップして楽しみたい。そんなナヴィ
ゲーションアスリートのために、日本を代表する講師陣が指南
します。知っているようで身についていなかったベーシックを
学び、トップアスリートのテクニックに触れる機会を提供します。

日 程 12月19日（土）9:00～16:00

講 師 静岡大学 名誉教授　村越 真（リスクマネジメント）
オリエンテーリング元日本代表選手　小泉成行（野外活動）

開催方法 対面開催

会 場
静岡キャンパス教育学部B棟
※会場までの地図は、P36の交通案内をご覧ください。

講 習 料 6,200円

定 員 18人　（先着順）

対 象 ①②の条件をすべて満たした方を対象にしています。
①日常的にジョギングなどをしており、平地で5km以上連続し
て走れる方、②地図を使ったアウトドアでの活動経験があり、
等高線の初歩的な読み取りスキルを持っている方

申込方法 ウェブフォームよりお申し込みください。
ウェブ  https://forms.office.com/r/46KWhub626
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号
  （できるだけ携帯電話）メールアドレス、年齢、
　来場手段、講座名を明記してください。

申込期間 10月30日（金）～11月30日（月）

問 合 せ 静岡大学教育学部総務係
☎054-238-5422　   
　　　kyouiku@adb.shizuoka.ac.jp

共 催 特定非営利活動法人M-nop

後 援 静岡県教育委員会

メール
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スポーツ

安心登山・アウトドア活動のための読図と
ナヴィゲーションスキル（中級編）

Advanced course of navigation and map reading skill 
for mountaineering

講座内容 登山人気が続く中で依然として山岳遭難の原因の多くを道迷
いが占めています。本講座では、地形図の基礎知識を持ち
7-8km程度を歩き通せる登山者を対象に、静岡市葵区羽鳥周
辺の里山で実践的なナヴィゲーション技術を伝授します。現地
集合・現地解散です（路線バス利用可）。本講座は日本オリエ
ンテーリング協会（JOA）ナヴィゲーションスキル講習シルバー
レベル対象講習で、本講座修了者は翌日のJOAナヴィゲーショ
ンスキル検定（シルバーレベル）を受検できます。検定詳細は
申込者に連絡しますが、「www.orienteering.or.jp/ni」でもご
確認いただけます。

日 程 2027年3月13日（土）9:30～16:30※小雨決行（雨天の場合、中止）

講 師 静岡大学 名誉教授　村越 真（リスクマネジメント）
オリエンテーリング元日本代表選手　小泉成行（野外活動）

開催方法 対面開催

会 場
藁科生涯学習センター　2階ホール
※会場までの地図は、P39の交通案内をご覧ください。

講 習 料 5,600円（交通費は別に自己負担）

定 員 20人　※応募者多数の場合、抽選

対 象 ①②③の条件をすべて満たした方を対象にしています。
①過去に本学開催の公開講座の初級編を受講した方（安心登
山のための地図と地図アプリ活用術(初級編)を含む）、又は地
形図の基礎知識がある方②登山経験者で平地3㎞＋山道5㎞程
度を無理なく歩ける方、③YouTubeで閲覧する事前学習（予習
60分程度）が可能な方

申込方法 ホームページまたは往復葉書によりお申し込みください。
　　　 https://sgc.shizuokacity.jp/
　　　〒421-1217 静岡市葵区羽鳥本町5-9　
　　　　静岡市藁科生涯学習センター　宛
※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号
  （できるだけ携帯電話）メールアドレス、年齢、
　来場手段、講座名を明記してください。　　　　※要会員登録

※修了証を発行しますが、不要な方は備考欄にご記入ください

申込期間 2027年1月11日（月）～2月19日（金）

問 合 せ 静岡市藁科生涯学習センター
☎054-278-4141　（月曜日休館）

共 催 特定非営利活動法人M-nop・静岡市生涯学習センター

後 援 静岡県教育委員会

HP

葉書
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その他の
大学開放事業

　静岡大学では、公開講座以外にも、それ
ぞれの学部などで市民向けのさまざまな催
しをおこなっています。ここではその一部を
紹介します。
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■サイエンスカフェとは？
　「サイエンスカフェin静岡」は、主に本学理学部の研究者を講師に
迎え、最先端のサイエンスの話を聴きながらコーヒーを楽しむカフェ
として、2006年12月にオープンしました。中高生から熟年の方々ま
で幅広い世代に、身近な興味ある話題から普段触れることのない最
先端科学まで、多くの話題を取り上げることで、科学に対する興味や
新しい視点を提示することができれば幸いと思い取り組んでいます。
　くつろいだ雰囲気の中で、最先端の科学の話題に耳を傾けていた
だければと思います。皆様のご参加をお待ちしております。

■会　場
B-nest 静岡市産学交流センター
ペガサート6階プレゼンテーションルーム

■定　員
150名 （先着順）　事前申込不要
※情勢により変更することがあります。
　また満席に達した場合、ご入場いただけません。

■講習料　無料

■開講時間
18:00～19:30（開場17:30）

■問い合わせ
サイエンスカフェ17代目店長 須崎大地（静岡大学理学部生物科学科）
TEL：054-238-3080（理学部総務係）[平日9:30～15:30]
E-mail：scafeweb@suml.cii.shizuoka.ac.jp

■サイエンスカフェin静岡の情報
ホームページ：https://www.sci.shizuoka.ac.jp/science-cafe
静大テレビジョン：https://sutv.shizuoka.ac.jp/subchannel/41
　　　　　　　　 （過去の動画をご覧いただけます）
Ｘ（旧Twitter）：＠SciCafeShizu34　

■主　催　静岡大学理学部

サイエンスカフェ in 静岡

その他の大学開放事業
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その他の大学開放事業

■サイエンスカフェin静岡 第42シーズン
話 開催日 タイトル 講師

192
3月26日

（木） 細胞を包む・隔てる膜の話
グローバル共創科学部
生命圏循環共生学コース
コース 助教
村上博紀

細胞を包む「膜」は、外界から自己を区別し確立するための最も基本
的な要素です。しかし、「膜」は単なる境界ではなく、絶えず構築と
分解を繰り返しながら生命活動の中で動的に機能しています。本講演
では、生体膜が織りなす生命現象の一端を紹介します。

193 4月23日
（木）

駿河湾からの贈りもの　メタン！ 
〜プレート運動・温泉・微生物・
地域資源のはなし〜

理学部地球科学科　
教授
木村浩之

静岡県中西部は厚い堆積層“付加体”から構成されています。付加体
の深部帯水層には地下水と大量の天然ガスが蓄えられています。この
講演では、付加体の深部地下水と地下圏微生物を活用したエネルギー
生産についてご紹介します。 

194 5月28日
（木）

ミクロの世界のものづくり 
～重い典型元素で有機化学の
常識を破る

教育学部理科教育専修 
助教
坂部将仁

炭素・水素・酸素・窒素からなる有機化学に、重い典型元素という“個
性豊かなパーツ”を掛け合わせると、新しい結合の形や反応性を持つ
分子を生み出せる。そう信じて、ミクロの世界でものづくりをしてい
ます。 

195 6月25日
（木）

金が小さくなると変わる!? 
ナノサイズの世界で輝く金クラ
スター 

理学部化学科 講師
仁科直子

錆びずに輝き続け、変わらない象徴とされる金。その金をナノサイズ
まで小さくすると性質が一変、まるで別の物質に！ わずか数十個の金
原子がつくる「金クラスター」の不思議な世界——最新研究が明かす
驚きの姿についてお話しします。 

196
7月23日

（木） サッカーと科学
グローバル共創科学部
総合人間科学コース
講師
平嶋裕輔

静岡県は、言わずと知れた「サッカー王国」です。そのため「サッカー
で研究って何をするの？」と興味を持ってくださる方もいらっしゃるかも
しれません。今回は、私の専門である「コーチング」や「ゲームパフォー
マンス分析」に関するサッカー研究について、ご紹介したいと思います。



26

■浜松RAIN房とは？
　2008年に発足した地域ぐるみで「ものづくり・理科教育」を支援するネッ
トワークです。静岡大学工学部を中心に、浜松市、浜松市教育委員会、
地元企業、市民グループなどとの連携を広げ、このネットワークで地域のイ
ベントや講座などへの支援を行っています。

■浜松RAIN房のネットワーク
　浜松市・磐田市・掛川市・湖西市・森町の５市町と、７つのグループ(房)
にわかれる110の参加機関から構成されています。 虹色の7色にかけて『レイ
ンボウ』と称しています（房＝クラスター：ネットワークのグループ）。RAIN
房の『RAIN』は、RAIN＝RApport between Industry & Nature（産業と
自然との協調関係）をあらわしています。

■どんなことをするの？
浜松RAIN房では、ネットワークに連携する団体の情報を集約･発信すると
ともに、各地域でのイベント（ものづくり講座や理科実験）に教材の提供や
講師の派遣などを行い、理科教育を身近に感じていただく活動を展開してい
ます(下図参照)。浜松RAIN房のホームページには、この地域で行われるもの
づくり・理科教室等の情報が掲載されています。ぜひご覧ください。

　浜松RAIN房ホームページ　https://train1.eng.shizuoka.ac.jp

　　浜松RAIN房の展開する主な事業

　　【ネットワークの構築と情報発信】
　　・はままつ人づくりネットワークセンター等との連携
　　【特徴のある小中学校理科授業】
　　・浜松版理科カリキュラム・出前授業の実施／支援
　　【地域ものづくり理科普及活動の支援】
　　・参加機関の実施する教室支援
　　・協働センターの実施する教室支援
　　・科学者講演会の実施
　　【理系に優れた小中学生の活躍の場の構築】
　　・浜松ダヴィンチキッズプロジェクトの運営

■問い合わせ
　浜松RAIN房
　〒432-8561 静岡県浜松市中央区城北3-5-1　静岡大学工学部内
　☎053-478-1759／FAX053-478-1759
　E-mail：trainbow@shizuoka.ac.jp
　https://train1.eng.shizuoka.ac.jp/

浜松 RAIN 房
ものづくり理科地域支援ネットワーク　

その他の大学開放事業
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グリーンサイエンスカフェ

その他の大学開放事業

■グリーンサイエンスカフェとは？
　平成25年に発足した「グリーン科学技術研究所」の教員が、大学で行われ
ている最先端の研究に耳を傾けていただける場となることを期待して、グリー
ン科学技術研究所の教員が研究者の夢や失敗談、時には笑いを交えて最新
の研究を紹介しております。気楽に科学の話題に耳を傾けてみませんか？ 

※開催日時、テーマ等 詳細については決定次第、ウェブサイトにて
　お知らせします。（「静岡大学　グリーンサイエンスカフェ」で検索） 
　https://www.green.shizuoka.ac.jp/green_science_cafe/

■講習料　　無料

■対　象　　小学校高学年からおとなまで 

■問い合わせ	
　　　　　　静岡大学学術情報部研究協力課
　　　　　　T E L ：054-238-4264
　　　　　　E-mail：kenkyu2@adb.shizuoka.ac.jp

■市民開放授業とは
　静岡大学の学生が受講している正規の科目の一部を一般市民の方
に開放するものです。生涯学習の要請に応えるとともに、本学と地域
社会の連携をより一層深めていくことを目的としています。
　正規学生と一緒に受講していただきますので、若い世代の学生と交
流をもちながら、学ぶことができます。

■市民開放授業の特徴
○高等教育レベルの高度で体系的、先進的な内容を受講することが

できます。
○大学の正規の授業科目を開放することから、大学での授業を理解

するだけの学力を有していることを前提としています。ただし、高
等学校などの卒業証明書の提出は必要ありません。

■受講の方法
　3月下旬（前学期分）、9月下旬（後学期分）に静岡と浜松で事前説

明会を行っています。詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ・資料請求
　静岡大学地域創造教育センター　市民開放授業担当
　〒422-8529　静岡市駿河区大谷836
　TEL：054-238-4817 [平日9:30～16:00]
　FAX：054-238-4295   
　E-mail：kaiho@suml.cii.shizuoka.ac.jp

市民開放授業
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　身近な観光地である伊豆半島。2012年にジオパークとして認定され，
持続可能な地域づくりを進めています。本講座を通じて伊豆半島の地
理的な魅力について学びます。今年は地図を片手に伊豆を歩きましょう。

※地図、地質、植物、文化、火山といったテーマで伊豆半島を読み解
く全5回の講座を予定しています。

■開催日　4月25日、5月9日、5月30日、6月20日、8月22日
　　　　　（すべて土曜日）14:00～16:00

※テーマについては決定次第、下記のウェブサイトにてお知らせします。
　https://www.lc.shizuoka.ac.jp/index.html

■会　場　　あざれあ（静岡県男女共同参画センター）

■講習料　　無料

■対　象　　一般市民

■問い合わせ	 静岡大学地域創造教育センター
地域人材育成・プロジェクト部門
☎054-238-4817　［平日9:30～16:00］
E-mail：kaiho＠suml.cii.shizuoka.ac.jp

静岡大学・中日新聞連携講座
■開催時期　2026年10月～2027年1月（予定）

※開催日時、テーマについては決定次第、下記のウェブサイトにて
　お知らせします。
　https://www.lc.shizuoka.ac.jp/index.html

■会　場　　静岡大学浜松キャンパス　

■講習料　　無料

■対　象　　一般市民

■問い合わせ	 静岡大学地域創造教育センター
地域人材育成・プロジェクト部門
☎054-238-4817　［平日9:30～16:00］
E-mail：kaiho＠suml.cii.shizuoka.ac.jp

その他の大学開放事業

静岡大学・読売新聞連続市民講座
地図からみる伊豆半島の地理（仮）
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その他の大学開放事業

静岡大学東部市民講座
　静岡県東部は、世界文化遺産・富士山や伊豆半島ユネスコ世界ジ
オパークに代表されるように、独自の自然・文化を有する地域です。
2026年度の本講座では、地域の福祉と伊豆の植物に注目しその意
義を考えます。

■開催日　6月13日（土）

■テーマ　地域の福祉と植物

■プログラム
時間 タイトル 講師

13:00
～

14:30

地域福祉の転換　
多様な場づくりを通じて

静岡大学東部サテライト 准教授
内山智尋

14:45
～

16:15
伊豆の植物　保護と活用

（一社）美しい伊豆創造センター
ジオパーク推進部・専任研究員
静岡大学・客員准教授
佐々木惠子

■会　場　沼津市立図書館　4階視聴覚ホール
　※会場までの地図は、Ｐ40の交通案内をご覧ください。

■講習料　無料

■定　員　80人　（先着順）

■申込方法
　ウェブフォーム・葉書のいずれかによりお申し込みください。
　　　※申込期間になりましたら、下記ウェブサイトに掲載します。

　　　 　　https://www.lc.shizuoka.ac.jp/index.html
葉書  〒422-8529 静岡市駿河区大谷836　

　　　静岡大学地域創造教育センター 
　　　東部市民講座担当宛

　※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号を明記してください。

■申込期間　4月1日（水）～  6月5日（金）

■問い合わせ	
　静岡大学地域創造教育センター
　地域人材育成・プロジェクト部門
　☎054-238-4817　［平日9:30～16:00］　
　E-mail：kaiho＠suml.cii.shizuoka.ac.jp

■後　援　沼津市教育委員会（予定）

ウェブ
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東部サテライト公開講座
多彩な視点から学ぶ伊豆半島の自然と社会

その他の大学開放事業

　2020年7月、「地域×大学のプラットホーム」の伊豆地域の拠点として立ち上がっ
た静岡大学東部サテライト。地域の学びの場として、自然科学・人文社会科学の視点
から伊豆半島について学ぶ公開講座を今年も開催します。

■開催スケジュール・プログラム　［全4回］いずれも18：00～19：30

9月１日（火）
テーマ 支援者の眼差し　ー障害を持つ子供たちを地域、

学校で支え合う仕組みづくり―

講　師 教育学部 教授・副学長　鎌塚優子

10月27日（火）
テーマ フィールド研究から探る、伊豆半島の農業と地域の

これから

講　師 農学部 教授　松本和浩、静岡大学大学院生 中込光穂・
岡 愛香梨

11月24日（火）
テーマ カメラ画像で自然災害の予兆を検知する試み

講　師 静岡大学総合防災センター 客員教授　橋本岳

12月15日（火）
テーマ 伊豆半島に分布する魚類とその特徴

講　師 静岡県自然環境保護調査委員会　川嶋尚正

■開催方法
　対面開催とオンライン開催（Zoomミーティング）

■会　場　
　静岡大学東部サテライト（伊豆市青羽根65-1）※対面の場合
　※会場までの地図は、P38の交通案内をご覧ください。

■講習料　無料	

■定　員　
　対面：25人、オンライン：300人
　※視聴情報は1週間前にメールにて連絡します。

■申込方法
　電話・FAX・ウェブフォームのいずれかによりお申し込みください。
 　　　　0558-79-3500（平日10:00～16:00）
 　　　　0558-79-3201
 　　　　https://forms.gle/AAc2CDFWyR8AdD417

■申込期間
　7月1日（水）～ 8月7日（金）

■問い合わせ
　静岡大学東部サテライト
　☎0558-79-3500（平日10:00～16:00）
　 メール  toubu-entry@adb.shizuoka.ac.jp

　

ウェブ

電話
FAX
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東部サテライト公開講座
伊豆歴史文化大学

　伊豆半島とその周辺は、さまざまな自然災害が頻発する一方で、自然現象がもたら
した地形・景観・産物が、そこに暮らす人々に大きな恵みを与えてきました。本講座は、
伊豆半島の自然の恵みと災害の歴史を振り返るとともに、それらが地域の社会基盤や
文化形成に与えた影響を最新の研究成果にもとづいて学びながら、伊豆独自の自然・
歴史・文化の価値の再認識を試みます。

■開催スケジュール・プログラム　［全5回］いずれも18：00～20：00

5月18日（月）
テーマ 伊豆の鉱山

講　師 静岡大学防災総合センター　小山真人、立正大学文学部　金子浩之、
静岡大学東部サテライト　木村 葵、

6月22日（月）
テーマ 伊豆の温泉

講　師 静岡大学防災総合センター　小山真人、立正大学文学部　金子浩之、
熱海市教育委員会　栗木 崇

7月27日（月）
テーマ 伊豆の特産物

講　師 静岡大学防災総合センター　小山真人、立正大学文学部　金子浩之

8月31日（月）
テーマ 伊豆の大地とアート

講　師 静岡大学防災総合センター　小山真人、東海大学観光学部　片岡勲人、
伊豆市教育委員会　松本由奈

10月5日（月）
テーマ 伊豆の海と災害
講　師 静岡大学防災総合センター　小山真人、立正大学文学部　金子浩之

■開催方法
　対面開催とオンライン開催（Zoomミーティング）

■会　場　
　静岡大学東部サテライト（伊豆市青羽根65-1）※対面の場合
　※会場までの地図は、P38の交通案内をご覧ください。

■講習料　無料	

■定　員　
　対面：30人、オンライン：150人　※視聴情報は1週間前にメールにて連絡します。

■申込方法
　電話・FAX・ウェブフォームのいずれかによりお申し込みください。
 　　　　0558-79-3500（平日10:00～16:00）
 　　　　0558-79-3201
 　　　　https://forms.gle/coxbR1dQ4Xe99KaA7
　※氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、年齢、電話番号、参加希望回を明記

してください。

■申込期間
　4月17日（金）～ 5月8日（金）

■問い合わせ
　静岡大学東部サテライト
　☎0558-79-3500（平日10:00～16:00）
　 メール  toubu-entry@adb.shizuoka.ac.jp

■共　催　伊豆市教育委員会

電話
FAX

ウェブ

その他の大学開放事業
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しずおか哲学café
　「しずおか哲学café」は、誰かが抱いている疑問を、みんなで立ち
止まって考える場です。哲学の専門的な知識は必要ありません。一人
ひとりの価値観や生き方を尊重しながら、対話を通じて問いを共有し、
ともに考えましょう。

■開催方法　オンライン開催（Zoomミーティング）
　　　　　
■開催日時　2026年偶数月第１土曜日（予定）
　　　　　　15:00～18:00（入室：14:50～） 
　※開催日時については決定次第、Facebookにてお知らせします。
　　https://m.facebook.com/shizuoka.philocafe/

■参加費　　無料
　　　　　
■申込方法　「こくちーず」からお申し込みください。
　※Facebookから申込画面にアクセスできます。

■問い合わせ　堂囿俊彦（静岡大学グローバル共創科学部）　　　　
　　　　　　　 E-mail：dozono.toshihiko@shizuoka.ac.jp

死生学カフェ
　死生学カフェは、生きること、死にゆくこと、かけがえのないもの
を失うことなど、生と死にかかわる多様な課題について、出会いと探
究の姿勢を大切にしながら対話を試みる場です。先駆的な試みとして
全国的に注目されています。

■開催日時　3月21日、6月27日、9月12日、12月12日
　　　　　　　　いずれも土曜日　14:00～17:00

■会　場　このはな（静岡市葵区安東2-17-27) 

■参加費　一般2,000円　学生1,000円

■申込方法　ウェブフォームよりお申込みください。
　　　https://ourl.jp/L2maq

■問い合せ
　E-mail：dialoguecafeshiseigakucafe@gmail.com
　https://www.facebook.com/shiseigakucafeshizuoka/
　https://wwp.shizuoka.ac.jp/shiseigakucafe/

■主　催　一般社団法人コンパッションコミュニティ・ジャパン
　　　　　（静大発ベンチャー）

■共　催　静岡大学

ウェブ

その他の大学開放事業
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主要会場への
アクセス
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静岡放送 
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■静岡大学静岡キャンパス

1. JR静岡駅北口しずてつジャストラインバス8番乗り場から、「静岡大学」または「東大
谷」、「ふじのくに地球環境史ミュージアム」行きに乗車し、「静岡大学」または「静大
片山」バス停下車（所要時間約25分、1時間に5～7本運行）。※静岡駅午後発の「東
大谷」行きバスは「静岡大学」バス停を経由しないため、「片山」バス停で降りてくだ
さい。「片山」と「静大片山」バス停は位置が異なりますのでご注意ください。

2. JR静岡駅からタクシーで約15分。
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☎054-238-4817
［平日9：30～12：30、13：30～16：00
（10/2～10/16のみ9:30～12：30、

13：30～16:30）］
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所在地：静岡市駿河区大谷836

主要会場へのアクセス

交通案内
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■静岡大学浜松キャンパス

1. JR浜松駅北口バス
ターミナルより、遠
州 鉄 道 バ ス15番ま
た は16番 乗り場 か
ら乗車し（全路線）、

「静岡大学」バス停
下 車（ 所 要 時 間 約
20分、1時 間 に10
本程度運行） 

2. JR浜松駅からタク
シーで約10分。
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附属図書館分館
・学生支援棟

所在地：浜松市中央区城北3-5-1

主要会場へのアクセス

交通案内
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主要会場へのアクセス

1. 伊豆 縦 貫自動 車 道 大平 イン
ター、月ヶ瀬インターから車で
約5分。

２. 伊豆箱根鉄道修善寺駅東海バ
ス4番または5番乗り場から乗
車し、「JA狩野支店」バス停下
車徒歩3分（バス所要時間約16
分）。

３. 伊豆箱根鉄道修善寺駅からタ
クシーで約15分。
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JA伊豆の国
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■静岡大学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター

■静岡大学東部サテライト「三余塾」

1. JR静岡駅北口しずてつジャストラインバス7番乗り場から、「藤枝駅前行き」に乗車し、
「藤枝市岡部支所前」または「法の橋」バス停下車徒歩20分（バス所要時間約40分）。
2. JR藤枝駅しずてつジャストラインバス2番乗り場から「新静岡行き」に乗車し、「藤枝

市岡部支所前」または「法の橋」バス停下車徒歩20分（バス所要時間約20分）。
3. JR焼津駅からタクシーで約15分。
4. 東名高速道路焼津インターから車で約10分、国道1号線藤枝バイパス広幡インターか

ら車で約5分。

交通案内

交通案内

所在地：
藤枝市仮宿63

所在地：
伊豆市青羽根65-1
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主要会場へのアクセス

交通案内

■静岡大学教育学部附属幼稚園

交通案内

1. JR静岡駅北口しずてつジャストライン16番乗り場から、中原池谷線（八千代経由唐
瀬　唐瀬営業所行）に乗車し、臨済寺前バス停で降車、徒歩約2分

2. JR静岡駅北口しずてつジャストライン16番乗り場から、大浜麻機線（麻機行）に乗
車し、安東小学校前バス停で降車、徒歩約6分 

JR静岡駅北口しずてつジャストライン3番乗り場から藁科線に乗車し、「藁科学習セン
ター」バス停下車 

所在地：静岡市葵区羽鳥本町5-9            ■静岡市藁科生涯学習センター

所在地：静岡市葵区大岩町1-10
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主要会場へのアクセス

交通案内

1.JR沼津駅　南口から徒歩5分　
2.伊豆箱根鉄道　三枚橋バス停より徒歩2分

所在地：沼津市三枚橋町9-1■沼津市立図書館
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